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平成２２年１月２０日 第 １ ４ 号

編集 市川を調べる会（会長・星 一郎/事務局・木村隆一）

発行 八戸市立 市川公民館 （ 館 長 氣 田 武 男 ）
け た

「桔梗野」の移り変わり(２)」

桔梗野 千葉 謙一

Ⅲ. 〈道路の変化〉

江戸時代まで八戸市内からの主要な道路は、下北に向かう「北浜街道（市川街道）」です。小田の坂を登り、頂上

の交差点を海上自衛隊方面に右折、海上自衛隊の正門付近から自衛隊の中を通り、市川町橋向方面へと直進する

道です。

桔梗野を通る県道８号線の原型は、小田の坂を登って直進、「高館小学校前」バス停付近から北北東へ右折、海上

自衛隊・陸上自衛隊の中を通り、飲食店「三日月」の前に出る道路と繋がっていて、太平洋戦争で陸軍が飛行場を

建設するため現在の道になりました。

現在の県道８号線は、４５号線北バイパスが昭和５９年に完成したことにより、昭和６０年４月１２日に「国道４５号線」

として幹線道路の役目を終え、県道８号「八戸・野辺地線」 に名称を変えました。

Ⅳ . 〈町の歴史〉

桔梗野地区の世帯 ↗ネズミジャの呼び

数は、明治６年の２１戸 名は、この頃広がっ

から昭和１４年の２４戸 たようです。

と殆ど変わりません 桔梗野地区は昭和

でした。人口が増加し ３０年４月１日、三戸郡

のは、高館飛行場が から離れて八戸市に

完成して、軍関係者 合併、八戸市市川町

の住居が出来てから となりました。

です。 現在の桔梗野地区

その後、戦争が終 は、桔梗野１～１０区、

わり、昭和２０年１０月 陸奥市川、松ヶ丘、松

以降、米軍が進駐し ヶ丘ニュータウンの１３

てから軍相手の商売 町内と陸上自衛隊の

が始まって、桔梗野 駐屯地内に生活する

の町は一変しました。 町民で、人口は６，１１０

人員の増加に伴って 人、世帯は２，９４１戸

客商売の店も急増、 （平成２１年９月末現

最盛期には１３０軒も 在）で、市川町全体の

の飲食店や旅館など 人口１２，９４３人の約

が建ち並びました。 半数が集まる中心街

水目沢・ミズメジャ↗ となっています。(了)

＊資料：「新撰陸奥国誌」 「陸奥国三戸郡村誌」 「青森県地名大辞典」 「三戸郡河原木村繪圖」 「八戸市史-近世
資料集Ⅰ・Ⅱ」 「八戸市桔梗野地区防犯協会創立５０周年記念誌」 ＊文と地図作成 千葉 謙一
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